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Digitable 基礎講座 2011　第 8 回
スタジオライティングとモデル撮影のポイント：
高木大輔講師（APA 会員）
＊ 4 つの基本ライティング（キーライト）
スタジオでのライティング勉強会では、スタジオ備え付け
の大型ストロボを使用し、キーライトの代表的な 4 パター
ンの違いを体験する狙いであった。複雑に見えるスタジオ
ライティングもこれら 4 つのキーライトを基準とし、それ
らに強弱をつけて組み合わせたり、レフ等の補助光を組み
合わせて使用している場合がほとんどである。
＊メインライトと補助光の組み合わせ
通常のスタジオライティングでは、必ずしも多灯を使用す
るわけではない。補助光として手軽で有効なのがレフ板で、
スタジオでは大小さまざまなものが利用されている。補助
レフの組み合わせで、ある程度のライティングのコント
ロールが可能だ。
＊モデル撮影のポイント
1. モデルの特徴をつかみ、完成イメージを描く
モデルというのはカメラマンとの対話の中で表情を作って
いくものだ。撮影者の意図やリズムが分かって、気持ちが
乗ってくると、指先や体のしぐさも美しくなるものだ。
イメージに近いものが撮れたら、ぜひ背面モニターでモデ
ルさんに見せ成果を共有しよう。モデルさんにも安心感が
生まれ、その後の撮影がスムーズに行く。
2. 軽く体を捻ることにより表情が生まれる
単に「笑って下さい」ではなく、少し体を傾いだり、捻っ
てもらうことにより自然に表情が生まれる。ごく簡単な動
作の変化を組み合わせて行くことで、顔もからだも思わぬ
表情の変化が生まれる。
3. 目線による表情の変化
目線を動かしながら、だんだん閉じていってもらっている。
目線の変化により表情が作られていくのが分かるだろう。
********************************************************

（禁：無断転載）DIGITABLE 写真技術勉強会 (HOME)   
http://www.digitable.info　

解説する高木大輔講師

Nikon D700 ＋アクティブ D ライティング

4 つのキーライト　左からフロントライト、プレー
ンライト、サイドライト、レンブラントライト

1. スタジオライティング
■カメラの階調設定
デジタル一眼レフには撮影時のコントラストを調整する「階調設定」の
メニューがある。通常はデフォルトのまま使用しているだろうが、それ
ぞれ右図のようなカスタム設定の項目があるはずだ。
一般にデフォルトはカメラから出たそのままの画像で見栄えのするよ
う、コントラストもメリハリのついた設定になっている。
撮影後の調整を前提とするならば、コントラストを 1,2 段下げた方がフ
ラットな画像処理向きの画像が得やすいので、ぜひ試行をお勧めする。
RAW現像でどうにでもなるといっても、展開時に気に入ったヒストグ
ラムの確率が上がれば、後の調整もずいぶんラクになる。逆行や明暗差
の解決にもつながるし、階調にこだわるプロカメラマンにはそうしてる
人も多い。

○スタジオライティングの基本
■4つの基本ライティング（キーライト）
2009 年 12 月に行ったスタジオでのライティング勉強会では、スタジ
オ備え付けの大型ストロボを使用し、各自交替でシンクロコードを使用
しながらの撮影を行った。管理された光源で確実に撮影のコツを
つかみ、キーライトの代表的な 4パターンの違いを体験する狙い
であった。複雑に見えるスタジオライティングもこれら 4つの
キーライトの他に、上部か
らのトップライト（発光面
が小さければトップライト、
全面に広げたものをスカイ
ライトと呼ぶ）を基準とし、
それらに強弱をつけて組み
合わせたり、レフ等の補助
光を組み合わせて使用して
いる場合がほとんどである。
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“DIGITABLE2011”　デジタルフォト基礎講座　第 8回
スタジオライティングとモデル撮影のポイント　　　解説：髙木　大輔（APA会員）

takagi TK-PRESS

図 116：ピクチャーコントロール（Nikon）

図 117：ピクチャースタイル（Canon）

図 120：フロントライト
カメラサイドからの正面光。立
体感に乏しいが、明るさの演出
や発色には好都合なので、他の
キーライトと組み合わせて補助
的に使われることが多い

図 121：プレーンライト
斜め 45度付近からのライトで、
ある程度の立体感も得られる。
ポートレートライトの基本

図 122：サイドライト
被写体の立体感や質感得やすく、
写真に切れが出る。シャドウ側
をレフで起こしたりして、商品
撮影などにはよく用いられる。
抑えの補助ライトを用いる場合
もある

図 123：レンブラントライト
斜め後方 45度付近、ややからの
半逆光ライトで、立体感と雰囲
気の演出に効果的。レンブラン
トの絵画から来たことは有名だ
が、次頁の例のように補助光と
組み合わされることも多い

図 119：キーライトの概念図
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図 118：基本ライティングを行ったスタジオ

実写した TK-PRESS スタ
ジオと 4 つのキーライト

モデルの目線による表情の変化

▲
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takagi TK-PRESS

2. モデル撮影のポイント
■撮影会場のライトスタジオ
一昨年、昨年と二年続けて年末撮影会を行った岩
本町のライトスタジオは、自然光が入るスペース
や可動式の円柱を備え、豊富な撮影バリエーショ
ンができるハウススタジオだ。撮影会では日照時
間の経過に合わせ、窓際スペースからタングステ
ンライトを利用した部屋奥のスペースへと 10 種
類以上のシーンで撮影を行った。ここでは、撮影
会時に気付いたポイントについて述べてみよう。

○モデル撮影のポイント
1. モデルの特徴をつかみ、完成イメージを描く
図 131 は最初の撮影ポイントでのファースト
ショットだ。一昨年に続いて同じモデルさんだが、
ややっふっくらとした印象も受けた。
最初は動きの限定されたシーンの中で、モデルさ
んと対話をしながら表情を探っていく。プロのモ
デルというのはカメラマンとの対話の中で表情を
作っていくものだ。最初のシーンでは事前にモデ
ルさんに抱いていたイメージを反映させるべく会
話の中で探っていく。撮影者の意図やリズムが分
かって、気持ちが乗ってくると、モデルさんの目
線も表情も柔らかくなるのはもちろん、指先や体
のしぐさも美しくなるものだ。
初めのカットで狙いに近いものが撮れたら、ぜひ
背面モニターで構わないのでモデルさんに見せ成
果を共有しよう。モデルさんにも安心感が生まれ、
その後の撮影がスムーズに行く。
2. 軽く体を捻ることにより表情が生まれる
図 133 は正面からのカットだが、これでは単なる
証明写真のようだ。女性ポートレートのコツは単
に「笑って下さい」ではなく、少し体を傾いだり、
捻ってもらうことにより自然に表情が生まれるの
を利用して行くのだ。最初はごく簡単な動作の変
化を組み合わせて行くことで、顔もからだも思わ
ぬ表情の変化が生まれる。
3. 目線による表情の変化
図 136 ～ 140 は目線を動かしながら、だんだん
閉じていってもらっている。目線の変化により表
情が作られていくのがよく分かるだろう。

図 130：年末撮影会場に使用したライトスタジオ
自然光が入るスペースや可動式の円柱を備え、豊富な撮影バリエー
ションができるハウススタジオだ

図 131：最初の撮影ポイントで
のファーストショット

図 132：対話をしながらモデル
さんに抱いていたイメージを反
映させた完成ショット

図 133：正面 図 134：やや右に傾い
でもらう

図 135：さらに顔を反
対に傾いでもらう

図 136 図 137 図 138 図 139 図 140
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RAW現像でどうにでもなるといっても、展開時に気に入ったヒストグ
ラムの確率が上がれば、後の調整もずいぶんラクになる。逆行や明暗差
の解決にもつながるし、階調にこだわるプロカメラマンにはそうしてる
人も多い。

○スタジオライティングの基本
■4つの基本ライティング（キーライト）
2009 年 12 月に行ったスタジオでのライティング勉強会では、スタジ
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つかみ、キーライトの代表的な 4パターンの違いを体験する狙い
であった。複雑に見えるスタジオライティングもこれら 4つの
キーライトの他に、上部か
らのトップライト（発光面
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図 118：基本ライティングを行ったスタジオ
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図 118：基本ライティングを行ったスタジオ



参加者全員による “ライト二ングトーク”
（各自持ち時間 5 分）

KM さんは土浦の田園風景とモデル撮影会作品。
TE さんは建築写真協会の出版物紹介と合成とパースの話。
NY さんはこれまでのポートレート作品。
IF さんは撮影散歩で力芝と霜の風景が印象的。
AY さんはモデル撮影会作品を独自の色調で。
YA さんはグアム紀行と撮影会情報。
ST さんは真鶴の撮影紀行。
SY さんは帰省した盛岡での風景。
EY さんは独自の長年のプリントテクニックの一端を披露。
…等々、興味深い話しの連続であった。
********************************************************
Photoshop 研究講座　平野正志　講師

「HDR 合成・D ライテイング」
＊すでに数年前の機種だが、普段持ち歩く小型カメラのリ
コー CX2 で HDR 合成でダイナミックレンジ拡大撮影を試
してみる。
撮影ポジションを DR に合わせると、一度のシャッターで 2 
枚を続けて撮影して合成してくれる。DR では黒つぶれの改
善もみられるが、全体にはヒストグラムの明暗部分の両サ
イドを中間に向けて動かしている感じで、黒と白は押さえ、
中間のグレーも白方向へ動いているので、結果はグレー中
心でやや眠い印象で綺麗なグラデーションとは言えない。
結論として、DR 使用では全体に眠くなる傾向は有るが、
DR による明暗の範囲拡大に伴い、JPEG の弱点である圧縮
による影響と思われる偽色やノイズの部分も多少の改善が
見られたのは成果と言えるかもしれない。
DR 撮影ではその処理のために数秒（二三秒）間の処理時間
がかかることで、順調な撮影とは言えず、ストレスを感じ
てしまうこともある。
RAW 撮影ができればと願うところだが…。
＊ニコンの P7000、コンパクトカメラだが HDR の機能の変
わりにニコン独自の D ライティングという機能が付属する
ので試してみる。D ライティングは強め、標準、弱め、な
しの四種が選択できる。瞬時に二枚の撮影を行っていると
はいえ、流れのような動きのあるもの、風に揺れる葉など
は難点があった。HDR としてのレンジ拡大効果は確かにあ
りそうだが、全体としては明るめにシフトして白トビなど
は抑え気味ではあるが、全体には眠目になる印象が強い。
Jpeg 画像である分後の調整よりは良いのかもしれないが、
トーンカーブ調整でも可能な程度にも思える。調整が自動
で、強弱程度の選択しか無く、適度に行えないのも難点か…。
********************************************************

（禁：無断転載）DIGITABLE 写真技術勉強会 (HOME)   http://
www.digitable.info　
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その他の写真のDR撮影結果と通常撮影結果
DR　　　　　　　　　　　　　　通常　　　　　　　　　　　　

今月の 1 枚：PC を二台並べてのセッション

カメラを手に解説する平野正志講師

DR 撮影結果（左）と通常撮影結果
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上の二枚は露出をだいぶアンダーで撮っている状態で、白飛びはない状態で仕上がっている、DR では黒つぶれの改

善もみられるが。全体にはヒストグラムの明暗部分の両サイドを中間に向けて動かしている感じで、黒と白は押さえ、

中間のグレーも白方向へ動いているので、結果はグレー中心でやや眠い印象が残る。仕上がりの理想的には白色をイ

メージしていたが AWB の不具合か？背景の左側には実際には無い緑色の色が現れたり、雄政治にも綺麗なグラデー

ションとは言えない。

撮影に関しては、明暗の差の大きなライティングで人工光の厳しい条件とは言えるだが、ー１露光での撮影で自動露

出では、白飛びもせず済むが、露出がアンダー側に極端に動いた感がある。オートホワイトバランスも不十分な調整だ。

情 報 を 見 る と Ｊ ｐ ｅ ｇ ２ ３ ９ ２ ｋ ｂ、 ２ ４ ビ ッ ト ２ ５ ９ ２ ×

２５９２,EV －１，０分割速攻、ISO 80

データ的には十分な量だが、やはり JPEG、コンパクトカメラだなーと

いう印象は残る。

フォトショップで開くと 19,2MB となった。1/8 になっている。

圧縮もだいぶ大きいので、この画像にも空の部分に大きなノイズ、偽色

などがみられる。トーンジャンプもあり Jpeg の影響か？

白飛びを抑える目的で極端にアンダーにしているのも原因か・・・。

はじめに書いたように、このカメラは Jpeg 専用で sRGB でもあり、コンパクトカメラであることで割り切っての使

用を前提としていたがそれでも、通常撮影の中で、ノイズやＪｐｅｇ特有の圧縮による偽色などもあり、特に空など

の平坦な部分に対する処理に不満を感じていた。

試行錯誤の結果、コントラストや彩度を極力落としての使用とする。白飛びも気になったので明度もすべてマイナス

として初期設定として使用している。それでもノイズや偽色といった部分に不満が残る。

結論として

今回ＤＲ使用にあたり、全体に眠くなる傾向は有るが、ＤＲによる明暗の範囲拡大に伴い、Ｊｐｅｇの弱点である圧

縮による影響と思われる偽色やノイズの部分も多少の改善が見られたのは成果と言えるかもしれない。

上記改善点もスタジオの人口光下での厳しい条件では、逆にノイズや偽色を生み出しやすく、使用環境が人工光下で

は難しいことも結果として残った。

ＤＲ撮影ではその処理のために数秒（二三秒）間の処理時間がかかることで、順調な撮影とは言えず、ストレスを感

じてしまうこともある。

ＲＡＷ撮影ができればと願うところだが、そのあたりが同社販売の高級コンパクト機との差別化をつけたいメーカー

側の思惑か、機能を絞られていることは残念だ。上記十分なスペックを活用するだけの余地を狭めているように感じ

る。

DR 強（左）と通常撮影結果
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瞬時に二枚の撮影を行っているとはいえ、流れのような動きのあるもの、風に揺れる葉などはどのように合成される

か興味がある。

結果は下の写真のように、風に揺れる葉はブレのように重なって二重に表現される、ブレたような結果でいただけな

い。流れも基本的には同様だがこちらは重なった分、多重露光の効果でより強い流れに感じられる。画面内でも動か

ない葉は重なって止まって写った。

HDRとしてのレンジ拡大効果は確かにありそうだが、全体としては明るめにシフトして白トビなどは抑え気味では

あるが、全体には眠目になる印象が強い。Jpeg 画像である分後の調整よりは良いのかもしれないが、ﾄｰﾝｶｰﾌﾞ調整で

も可能な程度にも思える。調整が自動で、強弱程度の選択しか無く、適度に行えないのも難点か。

DR強　　　　　　　　　　　　　　　　＋１枚の通常撮影画像（2枚を残せる）　　　　


